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５月から神
職が常駐し
ています。

神
話
か
ら
、
祖
先
の
理
想
や
生
き
方
を
知
る
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三
嶽
神
社
の
責
任
役
員
及
び
総
代
の
任
期
は
四
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
任
期

中
、
神
社
の
護
持
を
は
じ
め
祭
礼
の
準
備
等
誠
心
誠
意
ご
奉
仕
戴
い
て
い
ま
す
。

一
期
務
め
る
こ
と
も
大
変
ご
苦
労
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
阿
部
源
蔵
氏
（
工
沢
）
は
、

平
成
七
年
か
ら
十
九
年
ま
で
四
期
十
二
年
に
亘
り
責
任
役
員
及
び
総
代
長
と
し
て

お
務
め
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
間
阿
部
氏
は
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
棟
札
や
奉
納
額
等
の
調
査
を

行
い
、
古
老
よ
り
神
社
の
歴
史
を
聴
取
し
、
ご
祭
神
や
神
道
、
神
話
に
至
る
ま
で
熱
心

に
研
究
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
纏
め
る
な
ど
、
三
嶽
神
社
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

阿
部
氏
が
「
三
嶽
神
社
の
由
来
」
と
い
う
自
身
の
文
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま

す
。『

神
話
か
ら
は
、
今
日
の
日
本
の
国
の
も
と
と
な
っ
た
、
祖
先
た
ち
の
理
想
や
生
き
方

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
う
一
度
素
朴
な
神
話
に
よ
って
語
ら
れ
た
日
本
誕
生
の

物
語
を
想
い
、
子
供
達
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
って
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
』

古
事
記
や
日
本
書
紀
な
ど
の
神
話
が
実
話
か
物
語
か
は
問
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
が
、
神
話
は
殊
に
も
人
の
行
動
や
考
え
方
に
対
す
る
是
非
を
神
代
の
話
に

置
き
換
え
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
故
に
千
三
百
年
以
上
も
の
間
語
り
継
が
れ
、

日
本
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
規
範
と
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
神
話
は
現
代
語
訳
も
出
版
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
も
是

非
ご
一
読
戴
き
た
く
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
日
本
人
が
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
も
って

生
き
て
い
け
る
よ
う
、
私
た
ち
の
祖
先
が
神
話
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
に
、
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ホームページ https://mitakejinja.com

祈年祭並びに火防祭
４月１３日（日）午前１０時から、令和７年の祈年
祭並びに火防祭が執り行われ、農作物の豊作と
火防が祈願されます。祭儀ののちは、遊子神楽
による権現舞が奉納されますので、是非境内に
足をお運びください。

どんと祭斎行
去る１月１５日にどんと祭を行いました。どんと
祭は旧年中に皆さまがご加護いただいたお札
やお守りをお清めの上お焚き上げする神事で、
ご神火にあたることで一年の無病息災・家内安
全を祈願するお祭ですので、来年は是非参列し
てみて下さい。

季節は少しずつ春へと向かっています。ポカポカ陽気の日は散歩がてら参拝にいらっしゃいませんか



再掲！

厄除祈願のご案内

今年の正月以降、交通安全守に不足が生じ皆さまに大変ご迷惑を
おかけしておりましたが、この度授与品棚に整えました。

またこれに合わせて、幸せと福が舞い込むよう祈願した幸福守と、
運気が上昇し幸せを招くことを祈願した開運招福守を頒布すること
と致しましたので、ご参拝の際に是非拝受をお申し出ください。

「『厄年』や『八方塞』っ
て、災難ばかりでいいこと
なんて何もないのでは？」
と思いがち

ならばお祓いを受けて、厄
を払い除け、すっきりした
気持ちで過ごされてはいか
がでしょうか

三嶽神社では、他の祈願者
と一緒に祈祷を行うことな
く、個々に祈願者の願い事
を大神さまにお届けしてい
ます。

厄除祈願（厄払い）は、皆
さまの鎭守さまである三嶽
神社で受けられることをお
勧めします

祈祷申込み、お問い合わせ
は、社務所、ホームページ、
または090‐8788‐5530ま
でご連絡下さい。

出張祭典とは、現地へ神職が赴き、その場所でご祈祷をご奉仕することです。
ご家庭にありましては、地鎮祭や神棚の清祓い、井戸埋めなど、企業・店舗では、

商売繁盛や作業安全、会社の記念日（創業・新年度・入社式）など、大神さまにお伝
え申上げたいご祈願の内容を祝詞の中で奏上致します。
三嶽神社では、祭壇やお供え物（米や酒、魚など）を神社から持参し、祭典の準備

も基本的に神職が行いますので、祈願者様は、祭典がはじまるまで心静かにお待ちい
ただいて構いません。
（神職の送迎は基本的に不要です。また地鎮祭の場合、祈願者様又は施工者様に砂や
テントをご準備戴くことがございます。）
出張祭典のお申込み・ご相談は、お気軽に三嶽神社までご連絡願います。

出 張 祭 典 の ご 案 内

交通安全守・幸福守・開運招福守

お守りが充実しました

季 節 の ご 朱 印

ご好評をいただいております「季節のご朱印」。３月はうぐい
す、４月はさくらです。

日本の文化や伝統行事をあしらったご朱印ですので、参拝の際
に是非拝受をお申し出下さい。 ３月 ４月

齋
藤
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

開
院
八
周
年
特
別
祈
願

二
月
五
日
、
齋
藤
整
形
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
様
の
開
院
八
周
年
特
別

祈
願
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
齋
藤
院
長
を
は
じ
め
職

員
の
方
々
が
参
列
し
、
祝
詞
を
奏

上
し
た
の
ち
、
院
長
が
玉
串
を
捧

げ
て
、
通
院
さ
れ
て
い
る
方
々
の
早

期
回
復
や
職
員
の
身
体
健
康
な
ど

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
様
の

開
院
八
周
年
を
心
よ
り
お
祝
い
申

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
発
展

を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

交通安全 開 運 開運招福
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